
■日本の農業が抱える課題
　現在の日本の農業は、農業就業者の極端な高齢化から、地域の
他の担い手に圃場管理を委託する農業従事者が増えています。担い
手は管理面積の増大に対応するため、作業者を雇用して法人化と
いった、大規模営農化する動きが見られますが、技術の乏しい人材を
活用しつつ、広大な圃場の管理は容易なことではありません。特に
農業用車両の操作は、直進させること自体困難なものであることに
加え、車両の後ろに搭載した作業機械（肥料・農薬散布機等）の操作
を同時に行う必要もあり、熟練が必要とされます。なかでも畝立てや
播種など、誤差数cmの精度で走行が必要な作業においては、高度な
運転技術が要求されます。

■後付けができる自動操舵システム
　自動操舵システムとは、高精度GPS受信機からの位置情報を基
に事前に登録した走行ラインに沿うよう農業用車両のハンドルを自
動で制御させるシステムです。本システムは三つの機器で構成され
ています。①高精度GPS受信機： 電子コンパスとIMU（姿勢計測装
置）が内蔵され、位置と姿勢の計測を行います。②コンソール： GPS
受信機からの位置、姿勢情報を処理するとともに、表示や設定を行う
表示器です。また位置情報を用い作業機械の制御を行うことができ
ます。③電子ハンドル： 高トルクの電子モーターを内蔵し、自動で車
両のステアリング操作を行います。これらの機器は現在使用している
車両に後付けができますので、低コストでの自動化を実現します。ま
た、農業用車両は季節ごとに使用する期間が短いので、自動操舵シス
テムを車両間で使いまわすことで効率の良い運用が行えます。

■非熟練者に難しい作業を
　自動操舵システムを使えば、非熟練者でも熟練者に近い高精度で
効率良い作業が行えます。非熟練者に難しい作業を任せることで、規
模拡大の阻害要因の一つを解決することができます。また、熟練した

作業者にとっても、ハンドル操作をシステムに任せることで疲労の軽
減に繋がるだけでなく、作業機の確認に集中できるため、より高精度
な作業を行うことができます。特に日本で多く行われている超低速
（0.1km/h）での作業では高い効果を発揮します。

■農作業のDX化をサポート
　日本では急速に普及が進んでいる自動操舵システムですが、ス
マート農業先進国である欧米では既に一般化されています。農業用
車両や作業機械は高度に電子化され、自動操舵システムの位置情報
と連動し自動的に車両と作業機械を制御します。自動操舵システムに
蓄積された制御（作業）データはクラウドに送られFMIS（Farm 
Management Information System）というシステムで運用され
ています。
　一方、現在の日本ではハンドルの制御で自動操舵システムを活用
しているのみで、記録されている作業データは活用されていません。
今後日本の作業機の電子化が進めば更に有益な情報を取得するこ
とができるようになります。欧米さながらに農業機械が情報機器とな
ることで日本でも農作業データの活用が進み、経験と勘に頼ってい
た農業からデータに基づいた農業に移行するための一助になるこ
とを目指します。
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■RoboRackⓇとは
　RoboRackⓇは、医療研究等の現場における実験マウスの飼育作
業を自動化した世界初のロボットです。
　実験マウスの飼育作業を具体的に挙げると
①敷材交換（ケージの新旧交換や新たな敷材の供給）
②給餌（マウスへの餌供給）
③給水（マウスへの水供給）
等ありますが、従来は基本的に全て手作業で行われてきました。
　RoboRackⓇはこれらの作業を人間の手を介さずに行うロボット
として7年前に開発がスタートしました。

■動物実験の現状と課題
　動物実験は、医療技術、薬品、農薬、化学製品、化粧品や食品添加
物等の開発や、あらゆる物質の安全性や有効性、危険性を研究する
ために必要とされています。特に、医学や薬学の分野において、臨床
実験（治験）の前段階として欠かすことのできない、重要なものです。
近年は、癌や難病治療のための新薬開発、IPS細胞に代表される再
生医療技術の開発にも用いられており、更に、今般世界的な猛威を
振るう新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）の脅威への対抗策として
も、益々その重要性が認知されています。
　一方で、近年は、動物愛護の観点から動物実験の適正化が強く求
められており、各研究機関でも実験動物に対する不必要な苦痛やス
トレスを与えることの無いよう、最大限の注意を払っています。しかし
実際は、飼育水準の維持等、実質的な対応には大変苦慮しているの
が現状のようです。
　また、昨年より猛威を振るう新型コロナウイルスの感染拡大の影
響で、実験施設への入室が制限されることもあり、ただでさえ人手不
足が課題となっている現場において、人員と作業時間の確保が極め
て難しい状態になっています。
 

■RoboRackⓇによる自動化により・・・
　これまで、実験マウスの飼育作業の自動化は難しいとされ、手作業
での飼育が主でした。RoboRackⓇが実現する飼育作業の自動化
は、飼育員の負担を軽減するだけでなく、動物と人の接触によるリス
クを回避し、実験の精度と再現性の向上を実現します。ひいては、よ
り多くの要求に応える実験が可能となり、我が国そして世界の医学
の発展に貢献できると考えています。
　また、実験マウスに対しても充実したケアを実現しています。マウ
スに余計なストレスを与えないよう騒音を抑えるなど、細部まで徹底
的にこだわりました。（RoboRackⓇの実際の動作については、弊社
Webサイトhttp://www.glinx.co.jp/products02/index.html
の動画をぜひご覧ください。）

　従来もそうであったように、これからも人類が健康に暮らすために
は、医療研究の発展が重要な役割を担うことは言うまでもありませ
ん。我々は、このRoboRackⓇが医療研究の業界に革命を与えるも
のと確信しています。

人にもマウスにもやさしい、
新しい飼育方法を提案します

お持ちのトラクタが自動化トラクタに

グローバル・リンクス・テクノロジー株式会社
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自動操舵システム

優秀賞(介護・医療・健康分野）

研究用マウス飼育自動化システム
「RoboRack®」

農機向け後付け式の
自動化システム

The Robot Award

優秀賞（農林水産業・食品産業分野）
The Robot Award
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